
■ 宮崎県では冬期の豊富な日照条件を生かしたスイートピーの生産が盛んに行われ、その生産量、
流通量は全国一となっています。

■ 産地は消費地から品種の多彩な品揃えを求められており、オリジナル性の高い品種育成が必要
であることから、今回新たな花色として刷毛目模様を有する品種を育成しました。
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花弁に斑紋（刷毛目模様）を有する
スイートピー新品種「試交25号」の特性

背景・目的

花弁に濃いピンク色の刷毛目模様を有する新規花色の品種です。

■ 花弁に斑紋を有し、花色は旗弁の地色が淡茶（JHSチャート№1315）､斑紋の色が濃紅（JHS
チャート№0108）、翼弁の地色が淡紫ピンク（JHSチャート№8902）､斑紋の色が明赤紫
（JHSチャート№9506）です。

■ １花房あたりの着輪数は４～５輪で、春咲き性の品種です。

新品種の主な特徴

新品種の活用方法 (又は期待される効果)

■ この品種は、県内のスイートピー産地でこれまにない新規花色として、花色のバリエーション
の一つに採用されることが期待されます。

留意点

■ 種子冷蔵期間は４週間です。
■ 輪数等の切り花品質は栽培中の管理状況によって変わります。

■ 普及対象地域・戸数 県内全域 10戸
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図１ スイートピー「試交25号」の切り花

育成経過

■ 2011年春に、「クリスティーナ」と「ロゼ」の交配から得られた花色に斑紋を有する系統の
後代に、「式部」を交配し、９年をかけて育成した品種です。


